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  a．表一 1に 示 す よ うに試料 の 粒径 に よ っ て 容量 が 異 な る。

　b．強ア ル カ リ性 の 土 を取 り扱 う場 合は，ポ リ エ チ レン 製を用

　 　い る。

表
一1　 必要 な 試料 の量 とビ

ー
カ
ー

の 容量の 目安

  　電気伝導 度計の 指示値が 安定 したの ち，電気伝導度の

　値 （S！m ，
mS ／m ） を読み 取 る 。 た だ し．温 度補 償機 能

　が 付加 さ れて い な い 電気伝 導度計 に あ っ て は，試料 液の

一
試料 の 粒径 （mm 〕 試料 の質量 （9〕 ビ

ー
カ
ー

の 容量 （ml ）

10以下

5以下

2以下

1501003e 1000500200

3， 試　料

（1） JGS　T 　101 「土 質試験 の た め の 乱 した 土の 試料調 製

　方法」 の 4．1非乾燥 法 に よ っ て 得 られ た もの を用 い る。

（2） 粒径 10mm 以上 の 土 粒 子 を ピン セ ヅ ト等 で取 り除 い

　た もの を試料 とす る。

（3） 粒径 を考慮 した適 量の 試料 をビ
ー

カ
ー

に入 れ，試料 の

　炉乾燥質量 に対す る 水 （試料 中の 水 を含む） の 質量 比が

　5 に な るよ うに 水 を加 え る 。

（4） 試料 を撹拌棒 で 懸濁 させ，30分以上 ， 3 時間以内静 置

　 した もの を測定用 の 試料液 とす る。

【付 帯条項 】

4．2

〔Oa．電 気 伝 導 度計 の セ ル は，図一2 に 示 す程度 の 深 さ まで 浸漬

　　する。電極部 分 に は 気泡が 入 りや す い の で，電極表面 が 試料

　　液 と完全 に接 して い る こ とを 確認 して か ら測定 す る。

　b．同
一

の 試料液 に つ い て pH も測定 す る場合 は ，電気伝導度，

　　pH の 順 に 測定 する。

　（2＞ 計 測後は，電極部分 を 水で 洗浄 したの ち，電極部分 が乾燥

　　しない よ うな 状態で セ ル を保管す る 。

【付帯条項】

（1） 固結 した 土は，ときほ ぐ して か ら用 い る 。

  a，試料 の 量は 粗粒 分が 多い 土 ほ ど多 め に とる 。 そ の 目安 と ビ

　　ーカーの 容量 を表一1に 示 す。

　b．試料 の 含水比 をあ らか じめ測定 し，試料の 炉乾燥質量 を求

め て お く。質量 比 を 5 に して も懸 濁液 の 状態 に な らない 場 合は ，

さ らに 水 を 加 え る。

電極

一

試験液

4． 試験方法

4．1 電気伝 導度計の 調整

（1） 電気伝 導度計 は．電極部分 を水 に浸漬 した状態で あ ら

　か じめ 通電 して お く。セ ル を 取 り出 し，電極部分 を水洗

　 い す る。

  　試 料液で 電極 部分 を十 分 にすす ぐ。

4．2　電気伝導度の 測定

〔1） ビーカ
ー

内の 試料液を 撹拌 しなが ら，電極部分 を試料

　 液 に 浸漬 す る。

図
一2　 電気伝導度測 定用 セ ル

5． 報告事項

試験結 果 につ い て，次の 事項 を報告す る。

（1） 土 懸濁液 の 電気伝導度

（2） 本基準 と部 分的 に 異 な る方 法を 用 い た 場 合 は，そ の 内

　容

（3） その 他，特記 すべ き事 項
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土質試験関係の学会基準番号変更 と施行 日に つ い て

地盤工学会基準部
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　現在，土 質試験関係 の地盤工 学会基準で は ， 試験方法

の 基準に 対 して 記号 T を，材料 を対象 に した 基準 （地

盤 材 料 の 工 学 的分類方法） に M を 基準番号の 前 に 付け

て い る 。

一
方 ， 地 盤 調 査 関係の 基準 で は，サ ン プ リ ン グ

方法 や測定方法な ど試験 とい う名称に な じまな い もの も

あ り，こ れ らを 区 別 す る こ とに あま り意味 が な い こ とか

94

ら，記号 を付 け な い で 番号 の み と して い る。さ らに ，岩

の 試験 ・調査関係の 基準を岩 の 試験
・
調査基準検討委員

会 に おい て 現在作 成 中 で あ り，今後，多数 の 新規制定基

準 が 予 想 さ れ る と こ ろ で あ る。

　そ こ で ，基 準 部 で は，こ れ ら学会基準 に つ い て，全体

的に 統
一

性，整合性 の あ る番 号 に整 理 しな お す こ とが 妥

　　 土 と基礎，46− 3 〔482）
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当で あ る との 判断 に達 し，基準番号 の 見直 しを行う こ と

とな っ た。

　 基準番号 の 見 直 しに 関 して は ，過去 の 基準部会 （平成

7 年度第 1 回基準部会 ， H7．6．22　開催）に お い て も検

討 されて お り，そ こ で は，
“
地盤調査法の 発刊に 間 に 合

わ せ るた め，今回 は 「部分的 な基準番号 の 見直 し」 に と

どめ，「抜本的 な 見直 し」 に つ い て は 「土 質試験の 方法

と解説」の 改訂時期に行 う。
”

こ と が部会 で 決定 さ れ て

い る。

　 こ れ らの 経緯を 踏まえ，基準部お よび 関係各委員会 で

慎重 に 検討 した 結果，理 事会の 承認を得て 土質試験関係

の 基準番号 を 表
一 1に 示す よ うに 変更す る こ と にな っ た

の で ， こ こ に お 知 らせ す る次第で あ る。

　な お，平成 9年度 に新規制定 さ れ た 一
面 せ ん 断試験

関係 基 準 （JGS　T 　560，561） に つ い て は，今回の 単位

の SI 化 に 伴 い ，現行基 準内に 併記 さ れ て い る従来単位

が 削除 さ れ るの で ご留意い た だ きた い。

　 また，現在 ，基準部 で は 平成 12年 3 月 出版 の 予 定 で

「土 質試験 の 方法 と解説 」 の 改訂作業 を進 め て お り ， 日

本工 業規格 な らび に 学会基準の 見直 し作業がほ ぼ終了し，

新 規 制 定 お よ び 改正 案を 順次，「土 と基 礎 」 に 公 示 して

い る と こ ろで あ る 。 通常 ， 改正 基準案は，3 箇月の 公示

期間 を終了 した後，会員諸氏 か ら提出さ れ た ご意見を関

係委員会お よ び 基準部 で 検討し，理事会に おい て審議 の

上 確定 す る。そ の 後，改正 基準 とデータ シ
ー

トとの整合

性を検討 した 後，順次 ， 施行され る。

　しか し，こ の 方法 に よ る と基準の 施 行 日が不 揃 い と な

り，会員に 無用 な混乱を 生 じさせる恐れ が ある た め ， 基

準部 で 施行 日に つ い て 検討 した 結果，今回 の 改訂作業で

は，す べ て の 土 質試験関係 の基準の 見直 しを実施 した こ

と，デ
ー

タ シ
ー

トに つ い て も基準の 改正 に伴 う改訂が あ

る こ と，「土質試験の 方法 と解説」 の 改訂版発行 が 平成

12年 3 月 で あ る こ とな ど を考慮 し て ，改正基準の 施行

日 を，一
律 に 平成 12年 3 月 と す る こ と と した 。な お，

デー
タ シ

ートの 改 訂 版 に つ い て も平 成 12年 3 月 を 出版

予定 とし，それ に 伴 うデ
ー

タ シ
ー ト OA ソ フ トの バ ー

ジ ョ ン ア ッ プ （SI単位 へ の 対応 な ど） も進めて い く予

定で あ る。
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表
一1　 十 質試 験 関 係の 基準番 号

試験 分類 旧基 準番 号 新 基準番 号 現　 行　 の 　 基　 準　 名

．．．『一．
　　　　　新規 制 定 ・改 正 基 準 名

JGS　T 　 101JGS 　 D101 十質試験 の ため の乱 した土の 試料調製方 法 同　 左

∫GST111JGS 　 O111 土 粒子 の 密度試験方 法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「「

同　 左

JGS　T 　121
　　 尸1JGS

　O121 土 の 含水 比試験方法 同　 左

∫GS　T　122 …JGS ・・22 竃子 レ ソ ジを 用 い た 土 の 含水比試験方法 同　 左

∫GST131 　…JGSO131 土の 粒度 試験方法 同　 左
　　　　　」
新規制定 　 JGS　 O132 石 分を含む地盤材料 の 粒度試験 方法

物理 試験 JGS　T 　 135　…JGS　 O135
…

土 の 細粒分含有率試験方法 同　 左

JGS　T 　 141JGS 　G141 …土の 液性 限 界・塑性 限界試験方法 同　 左

JGS　T 　 142JGS 　O142　フ ォ
ー7レ コ

ー
ン を用 い た 土の 液性限 界試験法 フ ォ

ール コ
ー

ン 法 に よ る 十の 液 性 限界試験方法

JGS 　T 　145
　　　　　i

JGS　O145 亅上の 収縮 定数試験方 法 同　 左

IJGS　T 　151JGS 　 O151 土 の pF 試験方 法 土 の 保水性試験方 法

JGS　T 　161JGS 　 O161 砂 の 最大 密度 ・最 小密度試験 方法 同　 左

JGS　T 　191JGS 　 OI91 十 の 浸潤 密度試験方 法 同　 左

JGS　T 　211IGS 　 O211 土の pH 試験 方法 土懸濁 液の pH 試験方法

新規 制定 JGS　 O212 土懸濁液の 電気伝導度 試験方法

JGS　T 　221　1　JGS　O221 土 の 強熱減量 試験 方法 同　 左

化学試験 JGS　T 　2311JGS 　O231 土 の 有機物含有 量試 験方法 十 の 有機炭素含有 量試 験 方法

JGS　 T 　 232 廃止予 走 土の 腐植含有量 試験 方法

JGS　 T 　241JGS 　O241 ！上 の 水溶性成 分試験方法 同　左

JGS　 T 　251JGS 　O251　i粘土 鉱物判定の た め の 試料調製方法 同　 左　　　　　　　　　　　　　　 −
土の 分類 JGS　 M 　 111JGS 　 OO51 地盤 材料の 工 学 的分類方法 同　左

JGS　 T 　311JGS 　O311 土 の 透水試験方 法 同　左

透 水　
・

圧密試験
∫GST411IGS 　O411 土 の 圧密試験 方法　　　　　　　　　　　　　　　　　

…
土の 段階載荷 に よ る圧 密試験方 法

JGS　 T 　412JGS 　O412 土 の 定ひ ずみ速 度圧密試験方法
旨

土の 定ひ ずみ速度 載荷に よ る圧 密試験方法

JGS　 T 　 511JGS 　O511 十 の 一軸圧縮 試験方法 同　左

JGS　T 　 52D ∫GSO520 土 の 三 軸試験 の 供試体作製方法 十の 三 軸試験 の 供試体作製
・
設 置方法

！JGS　T 　 521 ∫GSO521
…
土 の 非圧密非 排水 〔UU ）三 軸圧縮試験方法 土の 非圧密非排水 （UU ）三 軸圧 縮試 験方法
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